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On a Periodization for the History of Cultural Interaction 
between Japan and China 
FUJITA Takao 
1n this paper， the author examines some periodizations of the cultural interaction 
between Japan and China， and points DUt that no firn periodization can be seen in 
pre町DUSworks on Japan.China relation. This lack of periodization， the author argues， is 
caused by the position of historical studies for cultural interaction. InJapan， a study of 
cultural exchange with China has been considered as a part of Japanese history， while， in
Cl旧民 astudy for the cultu凶凶抗ionof China with Japan has been recognizedおa
supplementary part of the whole Chinese history. The author emphasizes the necessity of 
creating new periodization for the Japan-China interaction， based not on each history but 
on the interaction i回elf
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はじめに
「時代区分」という言楽に対して、日本の中国史研究者の多くには一種の思い入れ、あるいはトラウ
マのごときものが存在しているように恩われる。戦後まもなく再出発した日本の中国史研究が、最初に
直商したのが時代区分をめぐる問題であり、その論争が数多くの業績を生み出した一方で、時代区分そ
のものに何らかの修正なり新見解なりが提出されたわけではなかったため、ある程の不毛感をともなっ
て時代区分論争が下火になり現在に至っていることは周知の事実であろう。この経験が、日本の中国史
研究者をして、「時代区分」という言葉に身構えさせてしまう結果を生じさせたといえる。
しかし、中国史の「時代区分」に関わる問題が消滅してしまったのではないし、時代区分そのものの
意味が否定されたわけでもないIl。さらに中国史に限らず、「歴史的時間を区分けし、意味づける手法J
という意味での時代区分は、すべての歴史的研究が必ず行うことである。かつての日本の中国史研究に
おける時代区分論争の行き詰まりは、「正しい時代区分」を模索したがゆえに生じたものであったとい
1)岸本美緒「時代区分論J([岩波講座世界歴史lJ、岩披舎応、 1998年)15頁。
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